
駅
伝
の
部

優
勝
は
千
葉
！

長
野
は
連
覇
を
逃
す

駅
伝
の
部
の
優
勝
争
い
は
、

最
後
ま
で
気
の
抜
け
な
い
展
開

に
な
り
、
優
勝
間
違
い
な
し
と

の
下
馬
評
を
得
て
い
た
王
者
長

野
は
、
最
終
第
六
区
で
ト
ッ
プ

の
座
を
譲
り
渡
し
た
。

優
勝
は
「
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
」

の
千
葉
地
本
。
桜
田
門
を
通
過

し
た
ア
ン
カ
ー
が
姿
を
現
す
と
、

意
外
な
展
開
に
ゴ
ー
ル
付
近
に

は
、
一
瞬
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ

た
が
、
直
ぐ
に
拍
手
と
歓
声
に

包
ま
れ
た
。

準
優
勝
は
「
常
勝
」
長
野
Ａ

チ
ー
ム
。
伏
兵
の
出
現
に
対
応

し
き
れ
ず
Ｖ
５
を
逃
し
た
。

第
三
位
は
仙
台
地
本
。
昨
年

は
準
優
勝
、
一
昨
年
も
三
位
と

こ
の
間
安
定
し
た
走
り
を
見
せ

て
い
る
。
来
年
こ
そ
は
悲
願
の

初
優
勝
を
も
ぎ
取
っ
て
も
ら
い

た
い
。

磐
石
の
布
陣
で
臨
む
も

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
襲
う

仙
台
チ
ー
ム
の
顔
ぶ
れ
は
、

昨
年
の
大
会
二
位
の
実
績
を
も

つ
最
強
の
布
陣
。
今
年
こ
そ
は

悲
願
の
初
優
勝
を
勝
ち
取
る
た

め
に
、
今
日
ま
で
苦
し
い
練
習

を
重
ね
て
き
た
。

だ
が
そ
の
過
酷
と
も
い
え
る

練
習
量
が
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
生

ん
だ
・
・
・
。

全
18
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
注
目
の
第
一
区
は
高
崎
の

斉
藤
が
16
分
の
快
走
で
飛
び
ぬ

け
た
。
２
位
以
下
は
団
子
状
態

で
、
佐
々
木
晴
基
を
第
一
走
者

に
配
置
し
た
仙
台
は
第
９
位
で

襷
を
繋
ぐ
。
各
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
級
、
し
か
も
若
手
が
配
置
さ

れ
る
中
で
好
位
置
を
確
保
。

襷
を
受
け
取
っ
た
南
幅
清
也

が
一
気
に
順
位
を
上
げ
る
べ
く
、

駆
け
出
し
た
そ
の
わ
ず
か
数
十

メ
ー
ト
ル
地
点
で
、
彼
の
右
大

腿
部
に
激
痛
が
走
っ
た
。
一
週

間
前
、
最
後
の
追
い
込
み
の
練

習
時
に
起
こ
し
た
肉
離
れ
が
再

発
し
た
の
だ
。

「
や
ば
い
」
。
棄
権
の
文
字

が
一
瞬
、
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
は
直
ぐ
に
消
え
て

し
ま
っ
た
。

「
み
ん
な
こ
の
一
年
間
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
。
そ
れ

を
俺
の
脚
の
痛
み
で
無
駄
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
」
。

南
幅
は
、
痛
み
に
耐
え
続
け
、

し
か
も
順
位
を
６
位
に
引
き
上

げ
る
激
走
を
見
せ
、
三
区
の
佐

藤
勝
成
に
襷
を
手
渡
し
た
。

佐
藤
は
派
手
さ
は
な
い
が
、

安
定
し
た
走
力
に
は
定
評
が
あ

る
。
粘
り
の
あ
る
走
り
で
確
実

に
順
位
を
５
位
に
引
き
上
げ
、

四
区
の
大
知
里
正
へ
。

ア
ン
カ
ー
勝
負
に
持
ち
込
む

に
は
非
常
に
重
要
な
位
置
付
け

で
あ
る
。
気
合
は
十
分
、
昨
年

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
走
り
を

見
せ
た
が
、
他
チ
ー
ム
も
一
歩

も
譲
ら
ず
、
一
進
一
退
の
互
角

の
勝
負
が
続
く
。

６
位
で
キ
ャ
プ
テ
ン
、
高
橋

真
人
に
望
み
を
託
し
た
。
高
橋

は
こ
の
間
、
仙
台
チ
ー
ム
を
牽

引
し
て
き
た
、
文
字
通
り
の

「
大
黒
柱
」
。

穏
や
か
な
顔
付
き
と
柔
ら
か

な
物
腰
と
は
裏
腹
に
、
一
旦
走

り
出
せ
ば
「
炎
の
男
」
と
化
す

る
。
気
合
の
走
り
で
二
人
を
抜

き
去
り
、
最
後
は
息
子
の
高
橋

祐
輝
へ
。
だ
が
彼
も
膝
の
靭
帯

を
損
傷
し
て
お
り
、
テ
ー
ピ
ン

グ
姿
が
痛
々
し
い
。
レ
ー
ス
前
、

「
無
理
す
る
な
よ
。
異
変
が
あ
っ

た
ら
直
ぐ
止
め
て
い
い
か
ら
な
」

と
声
を
か
け
た
が
、
「
は
い
。

で
も
大
丈
夫
で
す
！
」
と
、
頼

も
し
い
返
事
。

や
は
り
若
者
は
素
晴
ら
し
い
。

並
居
る
強
豪
の
中
、
し
っ
か
り

と
順
位
を
上
げ
、
３
位
で
ゴ
ー

ル
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
か
ら
祝

福
さ
れ
た
爽
や
か
な
顔
が
、
仙

台
地
本
の
三
年
連
続
入
賞
を
導

い
た
。

精
一
杯
頑
張
っ
た
！

仙
台
Ｂ
チ
ー
ム

前
大
会
は
１
チ
ー
ム
編
成
で

大
会
に
臨
ん
だ
が
、
今
回
は
新

た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
２

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
小
川
孝
彦
と
愛
娘
の
葉

月
、
そ
し
て
そ
の
友
人
、
伊
藤

瑞
希
が
参
加
し
た
仙
台
Ｂ
チ
ー

ム
だ
。

仙
台
チ
ー
ム
の
重
鎮
、
堀
越

章
広
と
原
田
靖
が
レ
ー
ス
を
仕

切
り
、
吉
田
英
樹
が
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
。
力
走
及
ば
ず
、
結
果
は

15
位
。

だ
が
Ａ
チ
ー
ム
に
負
け
ず
劣

ら
ず
、
レ
ー
ス
後
の
顔
は
み
ん

な
満
足
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
。

【
敬
称
略
】

☆
写
真
提
供

山
口
智
通
信
員
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11
月
14
日
、
国
労
東
日
本
本
部
主
催
に
よ
る
、
第
14
回
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
、
皇
居
外
周
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
米
オ
バ
マ
大
統
領
が
皇
居
に
表
敬
訪
問
し
、
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
が
一
部
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
物
々
し
い
厳
戒

態
勢
の
下
で
の
大
会
で
あ
っ
た
が
、
仙
台
地
本
Ａ
チ
ー
ム
が
見

事
三
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

10
・
26

仙
台
支
社
殉
職
者
慰
霊
法
要

10
・
27

簡
易
苦
情
処
理
会
議
（
佐
々
木
氏
）

10
・
28

地
元
選
出
国
会
議
員
要
請
行
動

11
・
４

第
一
回
執
行
委
員
会

11
・
５

東
日
本
本
部
業
務
部
長
会
議

11
・
６

団
交
（
総
合
車
セ
業
務
改
善
見
極
め
）

11
・
９

東
日
本
本
部
委
員
長
・
書
記
長
会
議

11
・
11

団
交
（
貨
物
冬
期
）

11
・
13

団
交
（
冬
期
小
牛
田
・
申
32
号
）

11
・
14

第
14
回
東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会

仙台地本からの参加者
ゴール前の力走

「たのむ～」「まかせて！」

一斉にスタートする第一走者

三位でフィニッシュ



国
労
山
形
県
支
部
は
11
月
７

日
、
山
形
市
大
手
門
パ
ル
ズ
に

お
い
て
第
24
回
定
期
大
会
を
開

催
。
支
部
を
代
表
し
原
田
委
員

長
は
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

原
田
委
員
長
挨
拶
員

①
選
挙
闘
争

民
主
党
の
圧
勝
で
政
権
交
代
。

山
形
県
三
区
、
吉
泉
秀
男
氏
は

比
例
で
復
活
当
選
。
新
庄
地
区

の
組
合
員
に
感
謝
。
４
年
後
比

例
区
で
の
勝
利
を
目
指
し
今
か

ら
準
備
を
。

②
不
採
用
事
件

闘
争
団
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
の
減
少
と
生
活
援
助
金
の
減

額
等
厳
し
い
状
況
。
年
２
回
の

音
威
子
府
の
物
販
と
ア
ル
バ
に

も
協
力
を
。
ま
た
全
農
林
や
社

保
の
仲
間
は
国
鉄
の
よ
う
に
ヤ

ミ
・
カ
ラ
攻
撃
や
処
分
を
理
由

と
し
た
解
雇
と
い
う
二
重
の
処

分
に
不
安
な
毎
日
。
連
帯
し
共

に
闘
う
。

③
JR
の
安
全
輸
送
の
確
立

福
知
山
線
の
事
故
調
査
委
員

会
で
の
情
報
漏
洩
問
題
は
、
JR

西
の
組
織
的
な
関
与
。
信
濃
川

で
の
不
正
取
水
問
題
で
は
、
社

長
・
会
社
幹
部
が
地
元
住
民
と

真
摯
な
対
応
を
せ
ず
住
民
が
反

発
、
い
ま
だ
取
水
再
開
の
目
処

が
立
た
ず
。
ま
た
現
場
で
は
労

災
死
亡
事
故
な
ど
が
依
然
と
し

て
続
き
、
昨
年
出
さ
れ
た
非
常

事
態
宣
言
は
未
解
除
。
我
々
は

JR
利
用
者
の
命
と
財
産
、
働
く

者
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

職
場
か
ら
の
安
全
輸
送
確
立
に

向
け
た
闘
い
を
強
化
す
る
。

④
組
織
の
強
化
・
拡
大

国
労
の
最
重
要
課
題
。
一
括

和
解
以
降
、
国
労
へ
の
復
帰
・

加
入
が
続
く
も
退
職
者
が
上
回

り
組
織
は
減
少
。
支
部
は
組
対

会
議
で
、
組
合
員
一
人
一
人
が

取
り
組
む
運
動
を
提
起
し
て
き

た
。
現
在
の
格
差
社
会
と
労
働

運
動
後
退
の
原
因
と
な
っ
た
国

鉄
分
割
民
営
化
と
国
労
潰
し
攻

撃
。
国
労
の
組
織
と
運
動
を
継

承
発
展
さ
せ
る
た
め
に
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
奮
起
を
要
請
す
る
。

意
見
な
ど

◆
検
修
合
理
化
が
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
取
組
み
は
。

◆
山
形
電
車
区
で
は
毎
月
何
ら

か
の
傷
害
事
故
。
支
社
は
「
少

な
い
人
員
で
大
き
な
仕
事
を
し

て
い
る
。
誇
り
を
持
っ
て
」
と

訓
示
す
る
が
要
員
不
足
が
明
白
。

◆
団
結
祭
り
に
参
加
。
２
・
16

に
向
け
参
加
体
制
を
整
え
た
い
。

◆
仙
台
の
死
亡
事
故
は
他
人
事

で
は
な
い
。
新
機
種
の
訓
練
、

未
だ
に
米
沢
の
除
雪
車
の
訓
練

な
し
。
保
守
用
車
の
脱
線
復
旧

訓
練
も
。
ト
ラ
ム
ス
、
競
合
作

業
把
握
シ
ス
テ
ム
も
教
育
な
し
。

研
修
の
機
会
を
均
等
に
。

◆
エ
ル
ダ
ー
。
駅
は
清
掃
、
保

線
は
一
建
と
固
定
の
考
え
で
は
。

系
統
を
超
え
様
々
な
職
種
に
行

け
る
よ
う
に
。

◆
55
・
57
歳
の
賃
金
カ
ッ
ト
は

廃
止
す
べ
き
。
他
労
組
と
共
闘

で
き
な
い
か
。

◆
出
向
先
の
労
働
条
件
。
メ
ン

テ
以
降
悪
化
の
一
途
。
夜
勤
回

数
、
時
間
共
に
増
加
で
大
変
。

保
守
用
車
責
任
者
へ
の
ボ
イ

ス
レ
コ
ー
ダ
。
監
視
労
働
・
人

権
侵
害
で
は
。

◆
遠
距
離
通
勤
者
が
亡
く
な
っ

た
。
一
人
で
も
地
元
へ
帰
し
て

欲
し
い
。

◆
シ
ス
テ
ム
・
制
度
変
更
に
伴

う
教
育
の
不
充
実
。
秋
田
支
社

で
は
全
員
が
研
修
を
受
け
た
保

技
セ
も
あ
る
。

◆
今
年
は
40
・
50
歳
代
の
労
災

が
倍
と
聞
く
。
年
齢
に
見
合
っ

た
業
務
を
し
て
い
る
の
か
。

◆
５
月
か
ら
延
べ
32
回
も
直
轄

で
除
草
。
除
草
薬
散
布
の
遅
れ

で
苦
情
対
応
。
踏
切
敷
板
は
が

れ
で
列
車
が
踏
む
な
ど
設
備
の

管
理
放
棄
。
予
算
確
保
を
。

役
員
体
制

執
行
委
員
長

原
田
好
太
郎

執
行
副
委
員
長

堀
内

勉

書

記

長

伊
藤

雅

執
行
委
員

田
村

孝
一

木
村

勝
則

鎌
田

仁

会
計
監
査
員

東
海

林
茂

難
波

新
一

【
山
形
連
合

伊
藤
通
信
員
】

国
労
宮
城
県
支
部
は
11
月
８

日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て

第
51
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

支
部
を
代
表
し
て
秋
山
委
員
長

は
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

秋
山
委
員
長
挨
拶
員

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解

決
に
向
け
た
闘
い

３
党
連
立
政
権
が
誕
生
し
た

状
況
を
生
か
し
、
こ
れ
以
上
の

犠
牲
者
を
出
す
前
に
納
得
い
く

「
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
」
を

求
め
、
一
日
も
早
い
解
決
が
出

来
る
よ
う
奮
闘
す
る
。

②
職
場
労
働
条
件
改
善
の
闘
い

JR
発
足
以
降
、
下
請
け
労
働

者
を
中
心
に
３
２
３
名
が
死
亡
。

合
理
化
が
も
た
ら
し
た
結
果
。

自
ら
の
力
で
健
康
で
安
心
し

て
働
け
る
条
件
を
勝
ち
取
っ
て

行
こ
う
。

③
組
織
の
強
化
・
拡
大

福
島
駅
・
仙
宮
で
の
配
転
・

出
向
問
題
は
、
組
織
に
対
し
て

の
報
復
。
個
人
の
利
益
を
守
る

た
め
に
組
織
を
上
げ
て
闘
う
事

が
重
要
。
職
場
問
題
の
議
論
に

他
労
組
も
巻
き
込
み
拡
大
に
つ

な
げ
る
。

④
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
闘
い

政
権
交
代
し
た
が
改
憲
の
動

き
は
止
ん
で
い
な
い
。
地
域
の

仲
間
と
共
に
護
憲
の
課
題
を
取

組
み
、
来
年
予
定
の
参
議
院
選

で
の
革
新
政
党
の
躍
進
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
。

役
員
体
制

執
行
委
員
長

秋
山

正
浩

執
行
副
委
員
長

八
巻

孝
夫

書
記
長

山
田

芳
夫

執
行
委
員

内
田

五
郎

木
藤

昭
弘

宮
本

広
美

佐
藤

涼
一

千
葉

祐
悦

村
上

正
博

加
藤

幹
男

婦
人
部
長

三
上

敦
子

会
計
監
査

高
橋

道
雄

福
原

育
夫
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退
職
の
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10
月
31
日

畠
山

幸
久
さ
ん

仙
総
・
台
車
分
会エ

ル
ダ
ー

村
松

孝
一
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

10月22～23日、東京・郡山・仙台

の各野球チームが松島球場に集い、
交流野球大会が開催されました。
大会会場には東京から13名、郡山

から７名、仙台からは19名の合計39
名がが参加。両日とも爽やかな秋晴
れの下、皆さんが気持ちの良い汗を
流し、また初日終了後、松島大松荘

での懇親会では久し振りに再開した

仲間同士が、大いに飲み、語り合い

ました。
試合は強豪の東京チームに仙台チー
ムが挑み惜敗したものの、郡山・仙

台連合チームは一点を争う白熱した
展開で、連合チームが一点差で逃げ
切りました。
【仙台駅連合分会 129号より抜粋】

11
月
13
日
、
国
労
新
庄
地
区

協
議
会
は
、
市
内
の
同
事
務

所
に
お
い
て
、
第
17
回
の
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
若
野
議

長
は
、
◆
地
域
共
闘
の
強
化

と
拡
大
◆
闘
争
団
へ
の
支
援

強
化
◆
政
治
闘
争
の
強
化
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
、
理
解
と

協
力
を
求
め
た
。

総
会
は
向
こ
う
一
年
間
の
活

動
方
針
を
満
場
一
致
で
採
択
、

新
役
員
を
選
出
し
、
成
功
裏

に
終
了
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
新

庄
・
最
上
地
区
に
物
販
オ
ル

グ
に
訪
れ
て
い
た
、
音
威
子

府
闘
争
団
の
関
野
副
団
長
も

交
え
て
懇
親
を
深
め
合
っ
た
。

役
員
体
制

議

長

若
野

伸
一

副
議
長

能
登
井
康
夫

山
口

恒
好

幹

事

早
坂
喜
久
雄

山
村

渉

会
計
監
査

石
田

正
幸

池
田

直
喜


